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るいはその反対に当然の事のように，期待する人と  

される人の関係性や期待されることによって生じる  

認知が無視された状態での議論が浸透している可能  

性がある。期待そのものではなく，期待するプロセ  

スや期待の認知に注目していくことによって親子の  

関係性の中で期待の効果を適切に生かす事ができる  

と考えられる。すでに親側の視点から期待の認知を  

扱う利点が明らかになっている。Russell（2003）  

は．親が自分の抱いている期待を意識し．変容させ  

ることで適切な期待を抱くことができるようになる  

ことを明らかにしている。期待することは良い事あ  

るいは悪い事とするのではなく，期待のもつ効果に  

ついて具体的に明らかにしていくことによって臨床  

的な意義が得られると考えられる。親が自分の抱い  

ている期待を意識することをどのように援助するこ  

とができるのか，親が抱く期待の構造・心性・認知   

親の期待は，子どもの自己肯定感を育て．子ども  

にとって支えともなるが，親の期待と自分の願望の  

間に不一致が生じた場合や，親の期待が自分の能力  

に対して過剰である場合には負担となると考えられ  

る。期待の強要は，一種の虐待であると言われるこ  

ともある（岡田，2004．p．87）。しかしながら，子  

どもが成長していく中で，期待に対する反発や抵抗  

を通して自我を確立していくとも言われている。こ  

のように考えると，子どもが自分の価値観や目標を  

設定し自我を確立していく上でも親の期待が果たす  

役割は大きいであろう。現代はt 少子化が進み．親  

が子どもを自分と同一化し，子どもは一身に期待を  

背負わなければならないという状況がある一方で，  

子どもに関して無関心で全く期待をしないという親  

も増加していると考えられる。このような社会状況  

の中で，子どもに期待することは悪い事のようにあ  
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などについて明らかにする必要がある。また，同時  

に．期待を受ける子ども側の視点から捉えた子ども  

の認知に注目した研究を蓄積する事によって親の期  

待に子どもがどう対処し，自分とは異なる価値観に  

対してどのように耐性を身につけていくのかという  

プロセスにも着日することができるだろう。   

本稿ではこういった視点を念頭に置きながら，親  

の期待研究がどのような側面から研究されてきたの  

かを概観し，改めて，親の期待のプラス面とマイナ  

ス面を明らかにする。さらに親の期待に対する子ど  

もの認知という観点から研究を総括することによ  

り，親の期待について新しい示唆を見出すことを目  

的とする。まず．親の期待領域に関する研究を概観  

し，次に親の期待と関連する諸要因に関する研究を  

概観する。最後に親の期待に対する子どもの認知に  

焦点をあてた研究について概観し，今後の課題を検  

討する。  

親の期待領域の検討  

親は子どもにどんな期待を抱いているのか，また  

その期待はチビもの年齢によって異なるのかといっ  

た事に関する研究が行われてきた（松本・渡辺，  

1993：谷脇・藤田，2006）。また．親の抱く期待領  

域や期待の程度は時代背景や，文化的な背景によっ  

ても異なる事が予想される。   

中山（1992）は母親からの達成期待に焦点を当  

て，母親が実際どのような達成領域に対して価値を  

置き，子ども達にその達成を期待しているかに関し  

て子どもの学年や性別・出生順位との関連から検討  

を加えた。その結果，家庭でも学校でも仲間との協  

調的関係や共感，あるいは自己主張など社会的・対  

人的なものへの期待が高く．親和的対人関係の維持  

が重視されるわが国の社会的価値観を反映している  

ことが明らかになった。発達的には学年と共に学業  

達成に関する期待や圧力が単調増加的に高まり．次  

第に社会的な達成期待からの移行が起こることが見  

出されている。子どもの性別や出生順位による母親  

の期待の差はほとんど見出されず，そうした伝統的  

な役割意識が希薄化していることが示唆された。   

近年，親がどのような領域に期待するのかという  

研究だけでなく，期待されている領域を子どもがど  

う認知するのかということが検討されるようになっ  

てきた。庄司・藤田（2000）は，大学生が想起した  

中学生の頃の親の養育態度と親の期待の関連につい  

て検討し，子どもが認知している親の養育態度に  

よって親がどんな領域に期待していると思うかの認  

知が異なることを明らかにした。期待領域として，  

人間的成長，社会・経済的地位達鼠 良い子，結  

婚・家庭生活，社会貢軌 健康性，身体的括軌 友  

人関凰 進学・学歴が取り上げられている。親の情  

緒的支持，同一化，統制，自立性否定がそれぞれ子  

どもから見た親の期待に対して，どのように影響し  

ているのかを明らかにしている。その結果，父親及  

び母親の統制，自立性否定は子どもからみた親の期  

待に対して極めてわずかな影響しか持たないことが  

示されている。そこで，庄司・藤田（2000）は子ど  

もから見た期待に対し有意な影響を持つ，父親の  

“情緒的支持”“同一化”ぉよび母親の“情緒的支  

持”“同一化”に着日し，検討を行っている。親の  

“情緒的支持”は子どもから見た親の期待の“自己  

実現”に対しては正の影響を与え，‘1社会的評価”  

に対しては負の影響を与えている一方で．親の“同  

一化”は，親の“情緒的支持”とは反対に，子ども  

からみた親の期待の“社会的評価”に対して正の影  

響を与えている事がわかった。   

親の養育態度によって子どもがどの領域に期待さ  

れていると感じるかが異なるという事が示された事  

は重要な意味を持つと考えられる。しかし，どの領  

域に期待されていると感じるかによって子どもの精  

神的健康や行動面などの適応との関連がどのように  

異なるのかといった検討はなされていない。   

従来の研究では，期待領域は同等で並存的な価値  

観として扱われてきたが，複数の期待領域を扱って  

いる研究における因子分析の結果いくつかの因子に  

領域が分・かれることなどが明らかになってきてい  

る。Oisbi＆Sullivan（2005）では，因子分析の結  

恩 領域が4領域に分類され，W加g＆Heppner  

（2002）では，様々な期待の領域が人間成長因子・  

学業達成因子・交際相手因子の3因子に分類されて  

いる。河村（2003）においては，“進学・学業期待”  

‘‘社会への適応期待’‥‘就職期待’‥‘従順・見栄期待”  

“苦労への報い期待”の5つの因子に分類されてい  

る。また，庄司・藤田（2000）の研究においては，  

国子分析後の期待領域の背後にある潜在変数（自己  

実現・社会的評価）の及ぼす影響の違いが明らかに  

されている。これらを踏まえて今後，親の期待の特  

性に基づいて期待を分類していく必要があるのでは  

ないだろうか。また，子どもが期待されている領域  

をどう認知するのかということにおいて，期待の領  

域ごとに期待に対する達成感などの認知が異なった  

場合，期待領域が個々に並存的なものではなく，あ  

る程度達成水準において段階を待った構造であると  

も考えられる。   

このように考えると，今後，期待領域においても  

親側からの視点だけでなく，子どもの認知面に焦点   
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を当てる必要があると指摘するとともに，親の期待  

がどんな条件で最も効果的に伝えられ，子どもに  

よって受け入れられるかに焦点を当てる必要性を強  

調している。   

以上のように親の期待と学業に関する研究が進め  

られてきたが，親の学業への期待の先にあるもの  

は，職業選択・将来に対する期待であると考えられ  

る。そこで，次に，親の期待と子どもの職菜選択に  

ついて検討している研究について紹介する。   

田中・小川（1982）は，親の期待と親への同一視  

が子どもの教職の継承に及ぼす影響を検討した。親  

が教職であるものについては，子弟が教職を希望す  

る教職継承群と教職を希望しない教職非継承群に分  

け一 両群の比較を行っている。さらに親が公務員  

職，農業職である子弟のうち，教職を希望するもの  

を教職希望群と呼び，先の教職継承群と区別し．継  

承群と希望群の比較を行った。高校時代から現在に  

かけての親の教職への期待と子弟の教職選択の関連  

を分析した結果，教職継承群は希望群に比べて持続  

した親の期待を担っていると認知していることが明  

らかになった。教職期待における継承群と希望群の  

差異は継承群の場合，親の期待が高校・現在と持続  

しているのに比べ，希望群では高校よりも現在に集  

中している点にある。継承群では，親の期待が早期  

に形成され，長期にわたって子どもに影響を及ぼし  

ていると考察されている。   

職業を選択する過程に関する研究もなされてお  

り，Salimi，Mirzamani，＆Shahiri－Thbarestani（2005）  

は，親の期待は高校生の職繋不安と教育不安に影響  

することを明らかにした。また．Jacobs，Chhin，＆  

Bleeker（2006）は，親の性別ごとの職業に対する  

期待は子どもが自分自身に対して抱く期待と実際の  

職業選択に関連し，職業満足感は親の性別ごとの職  

業に対する期待に基づいた職業についたかどうかと  

関連していることを示している。   

このように，親の期待が職業の継承や職業選択に  

影響するだけでなく，職業を選択する過程で職業不  

安に影響するということや，職業を選択した後にも  

影響するという点が興味深い。職業選択が，親の職  

業の継承に限定されなくなっている現代において．  

職業意識が薄れ．職常に就かない若者が増えてい  

る。こうした背景には，若者が希望を抱けず，Lっ  

かりとした将来展望を自ら築く事が難しくなってい  

るからであると考えられる。永井（2006）は，子供  

の頃に家族から期待されていた人のほうが期待され  

ていなかった人よりも現在，希望を持つ割合が高い  

と述べている。幼い頃に期待されることによって，  

自分の将来に希望を持つ事ができ，具体的な将来展   

を当てた分類を行い，さらに期待の構造について明  

らかにしていく必要があるといえよう。  

親の期待と関連する要因の検討   

子どもの学業・進路との関連   

親の期待研究においては，子どもの学業との関連  

を扱った研究が数多く行われてきた（G山ping，  

Shulan，＆Qicheng，1993；Patrikal（Ou，1996）。期待  

が学業においてプラスの効果をもつというのは，理  

解しやすい。子どもが学業に取り組む際，親の教育  

目標を取り入れている可能性が高いと考えられるか  

らである。これまでの研究から，親の期待がどのよ  

うに子どもの学業成績に影響するのかが明らかにさ  

れてきた。Englund，Luckner；Whaley；＆Egeland  

（2004）は，親の期待と子どものパフォーマンスの  

相互作用について扱っている。その結果，親の教育  

水準が入学前の親の教授方法に影響→親の教授方法  

が子どもの知能に影響→知能の高さが良い成績をも  

たらす→子どもの高いパフォーマンス→親は高い期  

待と関与を持つ→良い成祷がもたらされるという一  

連のプロセスが明らかになった。親の期待が子ども  

の学業成績に影響するというプロセスが，一方向的  

に子どもに影響するものとしてではなく子どものパ  

フォーマンスとの相互作用の中で説明されている点  

が新たな観点であるといえよう。   

親の期待が学業成績に直接影響しているとも考え  

られるが，期待が子どもの自己概念やコンピテンス  

に与える内的な影響によって学業成績を説明してい  

る研究もある。木澤（2004）は，親に期待されてい  

ると感じている者は，期待されていないと感じてい  

る者よりも勉強に自信を持っている傾向が高いこと  

を指摘している。また，Benner＆Mistry（2007）  

では，親の期待は子どもの学業コンピテンスに対す  

る知覚や信念に影響をあたえるだけでなく，実際の  

学業成績にも影響することが明らかにしている   

こうした親の期待と子どもの学業との関係が明ら  

かになるにつれて．最近の研究では，学業的な親の  

期待が子どもにどう認知されるのかという期待の認  

知に重点が置かれるようになってきている。   

Chen＆Lan（2006）によれば，学業的な親の期  

待が子どもによってどう認知されるのかは親と子の  

コミュニケーションの中で認識されるとされてい  

る。このコミュニケーション過程には，文化差があ  

り，中国の学生はアメリカの学生よりも学業的な期  

待を達成するための親のアドバイスやケアを積極的  

に受け入れていることが示された。Chen＆Lan  

（2006）は，親の期待の影響を認識する過程に焦点  
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望を措くことができる。また，成長して，職業を選  

択する際に受ける親からの期待は，職業に対して直  

面化させられることによって一時的に職業に対する  

不安を高めると考えられる。しかし，不安を克服す  

る過程で自分の将来と向き合い，職業選択をする  

きっかけとなる可能性もあるだろう。   

親の期待と子どもの目標   

親の期待が学菜・職業選択に関連するということ  

に関する研究について紹介してきたが，子どもはな  

ぜ親の期待に応えようとするのかということについ  

て遠山（1999a）は検討を行っている。小・中学生  

がどのような理由に基づいて親の期待に対する態度  

を決定するのかについて検討し，“内容の妥当性”  

■‘現状や能力との比較”“自己の志向性’‥一利益と不  

利益”“他者の利益，他者との関係”の5つのカテ  

ゴリーがあることを明らかにしている。親子関係以  

外にこれらのような5つの要因が親の期待に応えよ  

うと思う・思わないという決定に影響する可能性を  

示唆した。特に，“自己の志向性”l‘利益と不利益”  

が影響する可能性が強いとしている。こうした要因  

だけでなく，期待に応える際には親の期待と自分自  

身の目標が関連すると考えられる。そこで．以下に  

チビもの目標と親の期待についての研究を示す。   

Goyette＆Ⅹie（1999）は，親の教育期待の高さ  

が子どもの教育期待の高さと関連していることを指  

摘し，親が高い教育水準を期待していると，子ども  

自身も高い教育水準を目標に持つことを明らかにし  

た。   

遠山（1999b）は，親子関係や親の期待と子ども  

の目標がどのように関連するかについて検討し，小  

学生は親子関係が良い，良くないにかかわらず認知  

している父親・母親の期待と自らの目標が結びつい  

ていることを明らかにした。親子関係が良い場合に  

認知している父親・母親の期待と自らの目標はどち  

らも高いことが示されている。中学生は親子関係が  

良い場合に，良くない場合より子どもの目標は親の  

期待に影響を受けるという指摘がなされている。さ  

らに．認知している親子関係と意識している親の期  

待に対して応えようと思うかどうかとの関連を検討  

し．小学生・中学生どちらにおいても親子関係が良  

い方が日常生活の中で意識している親の期待に応え  

ようとする傾向が部分的に明らかになっている。親  

の期待と子どもの目標が一致している場合期待はプ  

ラスの効果をもつと考えられるがt 親の期待と子ど  

もの願望や目標にズレが生じた時に不適応が生じる  

と考えられる。塩田・村上・大橋（1956）は．親の  

期待と子どもの願望のズレあるいは不一致のパター  

ンに着日し，それが子どもの人格的特性とどのよう  

な関係にあるかを検討している。進学の問題につい  

ての親子の｝致・不一致の分析を行った結果，全般  

的にみて現在の生活に関する問題においてよりも将  

来の問題について，親子の一致率が一層高まること  

が明らかにされた。また，親子の期待一顧望の一  

致，不一致の型は一般に共通するものとして，‘一高  

い一致型”“低い一致型”“期待過大の不一致型”  

り願望過大の不一致型”の4つの典型的な型に分類  

されている。  

親の期待の認知と子どもの諸問題  

従来，親の期待は教育目標や進路，学業といった  

側面との関連性が指摘され．研究が行われてきた  

が，子どもの精神的な健康や問題行動との関連など  

も注目されるようになり（村臥1999；山軋  

2004），親の期待が子どもの精神的健康や行動面に  

与える影響についての研究が行われるようになって  

きている。初めに，子どもが認知した親の期待の程  

度と精神的健康との関連に着目した研究について紹  

介する。   

河村（2003）は，いくつかの期待領域にどの程度  

期待されていると思うかの認知に焦点を当てて精神  

的健康との関連を検討している。“進学・学業期  

待”，“社会への適応期待”，“就職期待”，‘‘従順・見  

栄期待”，“苦労への報い期待”の5つの期待にどの  

程度期待されていると感じるかを扱い，親からの期  

待が高いと感じると完全主轟傾向も高いということ  

を見出している。特に男子においては父，女子にお  

いては母というように性別が同じ親からの期待を強  

く認知していると完全主義傾向も高いことがわかっ  

た。心理的距離の遠いによる期待の完全主義への関  

連も検討されていたが，心理的距離の遠いによって  

期待の完全主義への影響が左右される事は支持され  

ていない。   

Brain＆Resse（2007）も，親の期待を高すぎる  

と認知する事と親からの批判は後に精神疾患，神経  

症的完全主義や社会不安（socialanxiety）を導くと  

している。親の期待と親の批判の間に正の相関があ  

ることも指摘されている。親の期待が親からの批判  

と受けとめられた場合は，親からの非受容感を生み  

出し，後に精神疾患につながるという事が明らかに  

なっている。   

Crystal，Chen，Fbiigmi，Stevenson，Hsu，Kitamu－  

ra，＆Kimwa（1994）は，期待の強さの認知と精神  

的健康の関連だけでなく，行動面との関連も検討し  

ている点で興味深い。親の学業に対する期待の程度   
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の認知や親の学業に対する満足感と子どものストレ  

ス■攻撃性・学業不安・身体化問題などとの関連を  

アメリれ 中華民国（台湾），日本の高校生で比較  

している。その結果，日本の学生は最も，親が学力  

に関して満足していないと感じているだけでなく，  

親の期待が高すぎると認知していることが明らかに  

なった。日本の学生においては，親の期待を高すぎ  

ると認知する学生は親の期待を低く認知しているも  

のに比べて学業不安が高く．頻繁に身体化問題を示  

すことがわかった。アメリカの学生は，期待を高す  

ぎると認知すると，抑うつや攻撃性，身体化問題が  

高まることが示されている。台湾の学生について  

は，期待が高すぎると認知すると，ストレス，学業  

不安，攻撃性，身体化問題が高まる事がわかった。  

日本の学生の場合，親が成績に満足していないと感  

じると攻撃性が高まる事が示されている。文化に  

よって．親の期待の認知と行動面や精神面との関連  

が異なっていると考えられる。日本の学生は他の国  

と比較すると親の期待が高すぎると認知していて親  

の学業成繚に対する満足度を低く認知しているが，  

攻撃性や抑うつが3カ国中最も低く，適応が良いこ  

とが示されている。しかし，なぜ日本の学生の適応  

が良いのかという点について説明が十分とはいえな  

い。学業という一領域に絞って．期待の強さの認知  

のみを扱った結果．日本の学生の心理的問題との関  

連が説明しきれなかった可能性も考えられる。親の  

期待と精神的健康・行動面の両面から検討している  

論文は数少ないため，貴重な示唆が得られていると  

いえるが．問題点として親の期待を強さの認知の観  

点だけから検討していることと期待領域が学業に限  

られているということが挙げられる。   

期待の強さの認知は．自分の認知した期待へどの  

程度応えられていると思うかという認知と期待の要  

求水準とのズレとして検討されるようになってい  

る。強さの認知からさらに踏み込んで，能力と期待  

とのズレを捉えているのが，期待にどれだけ応えら  

れていると感じるかという充足感の認知である。充  

足感の認知は，精神的健康との関連が複数の研究で  

指摘されている認知要因である。Oisbi＆Sullivan  

（2005）は，大学生の主観的な幸福感と認知された  

親の期待の充足感との関連を検討している。アメリ  

カの学生と日本の学生の文化比較を行った結果，ア  

メリカの学生は日本の学生よりも人生に対する満足  

度と自尊心が高く，日本の学生よりも親の期待を充  

足していると感じており．ウエルビーイングの文化  

的な差異は，認知された親の期待の充足感によって  

媒介されている事が明らかになった。つまり，認知  

された親の期待がウエルビーイングの文化差に重要   

な役割を果たしているということである。Wang＆  

Heppner（2002）の研究においても，認知した親の  

期待と認知した自己のパフォーマンスの差異を検討  

している。親の期待そのものよりも親の期待を達成  

できていないと感じる方が，抑うつと関係している  

ことを明らかにした。このことから，親の期待その  

ものが子どもの精神的健康に影響を与えているので  

はなく，期待されていると感じる程度をどれだけ達  

成できていると感じるかという認知が精神的健康を  

左右しているといえよう。   

この結果は前述したCrystal，etal．（1994）の研  

究結果において．日本人学生の認知した親の学業成  

績に対する親の満足感に対する低い認知と類似した  

概念である親の期待の充足感の低さは一致するが，  

米国の学生と比較して精神的健康の指標であるウエ  

ルビーイングは低く，抑うつは高くないという若干  

の矛盾が生じている。このことから．日本人におけ  

る親の期待の認知と精神的健康の関連を親の期待へ  

の充足感という単一の認知から予測することは結果  

が不安定になると考えられ．今後多角的な検言すが必  

要であると思われる。また．WaJlg＆Heppner  

（2002）は，アジア系の学生はヨーロッパ系の学生  

よりも親の期待がより学業成繚にあると認知しやす  

く，この学業成績に期待されているという認知が，  

認知された親の期待の充足感における遠いに関連す  

ることを見出した。実際にアジア系の学生の親は．  

学業に期待している可能性も高いと考えられるが，  

期待の領域と期待に対する充足感の認知の関連性が  

明らかにされた辛から，どの期待の領域に期待され  

ていると感じるかと期待の認知がどう関連するかと  

いうことについてもさらに検討していく必要があ  

る。   

赤星（2007）は，庄司・藤田（1999）の子どもか  

ら見た親の期待の質問紙を用いて，親の期待と子ど  

もが親の期待に応えられていると感じる達成とのズ  

レに着日し，そのズレが孤独感と自己効力感にどの  

ように影響しているかを検討している。その結果，  

孤独感が低くなるにつれ期待に応えられていると感  

じ，自己効力感が高くなるにつれ期待に応えられて  

いると感じるということを明らかにしている。子ど  

もの精神的な状態が期待への充足感の認知に影響し  

ている可能性が示唆されている。従来の研究は，親  

の期待の認知が精神的健康に影響を与えるという捉  

え方であったが，反対に子どもの精神的な状態が期  

待の認知に影響するという事が示されたことは興味  

深い。しかし，親の期待に応えられないと親との関  

係が悪くなり，孤独感が高まる，あるいは期待に応  

えられると期待を達成できたことによって自己効力   
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感が高まるといった従来指摘されている流れも考え  

られるため，今後期待の認知と関連すると思われる  

要因を双方向的な視点から検討することが必要とな  

るだろう。   

精神的健康と親の期待との関連においては．自分  

の能力と期待の強さの認知・期待への充足感の認  

知・どの領域に期待されていると認知するかなどが  

検討されていることが明らかになった。今後は，複  

数の期待に対する認知について同時に検討し 精神  

的健康との関連をより多角的に明らかにしていく必  

要があるだろう。また，近年の子どもの状況を考慮  

すると，精神的健康との関連だけでなく，子どもの  

様々な行動との関連性の検討も行っていく必要があ  

ると考えられる。子どもが親の期待を受け実際にど  

のような行動をとるのかという事は，適応を考える  

上で重要であるといえるからである。以下に親の期  

待と子どもの行動面について検討した研究について  

みていく。   

子どもの行動面と親の期待の関連性を検討する際  

には，異なった認知の側面が影響している可能性が  

示唆されている。例えば，Simons－Morton（2004）  

は，喫煙行動の開始と親の期待（親の喫煙行動に対  

する考え方を子どもがどう認知しているか）につい  

て検討し，親の期待が喫煙行動に対して負の相関を  

持つ畢を明らかにした。つまり，親の期待は子ども  

を喫煙から守る最も重要な養育行動であるというこ  

とが示唆されたのである。親の期待が子どもの行動  

においてどのような影響を及ぼすかは，子どもに親  

の期待がどうイ云わっているかによって異なってくる  

といえる。子どもに期待が伝わっているかどうかの  

指標となるのは，チビもが親の期待する行動を取ら  

なかった場合に．親がどう思うかという親の認知に  

関する子どもの認知であることが明らかになった。  

チビもの問題行動などとの関連を検討する場合に  

は，こうした親の期待する行動に対する親の認知を  

子どもがどう認知しているかという面にも焦点を当  

てていく必要があると考えられる。   

子どもが認知する親の期待について述べてきた  

が，期待の認知は強さ・充足感・期待される領域と  

いった子ども自身の認知もあれば，親の認知につい  

ての子どもの認知もあることが示唆された。さら  

に，子どもの親の期待の認知に影響すると考えられ  

る要因について検討を加えている研究がある。   

Singh－Manoux，Fbnagy；＆Marmot（2006）は，養  

育態度を厳格さ¶情動的な温かさ・親の期待の3つ  

の観点から検討しており，養育態度のなかでも，親  

の期待が成人の成功に最も強く関連していることを  

示した。厳格さは成人の達成に負の関連，親の期待  

は成人の達成に正の関連がある事を明らかにした。  

情動的な温かさが低すぎる場合や高すぎる場合は成  

人の達成が低いことと関連していた。ここで扱われ  

ている親の期待は成人が認知した親の期待であり，  

“全てのことにおいてどのくらい自分のベストを尽  

くすように期待されていると感じるか”という項目  

を用いて測定している。こうした親の期待の認知が  

強いほど成人の認知的な能力や社会的地位の達成が  

高いという期待のプラスの側面を明らかにした。た  

だし，期待に関する質問項目が1項目であるという  

点で更なる検討が必要であろう。自分のベストを尽  

くすように期待されていると感じるという認知は自  

己決定感や自分の価値観を否定されるような期待で  

はなく，全力を尽くすことの大切さに重点がおかれ  

ているために，こうした期待の内容によって期待へ  

の認知が異なり，期待の効果が異なる可能性がある  

のではないだろうか。期待の内容によって期待の捉  

え方に差が生じるかどうかを今後検討していく必要  

があると考えられる。期待の内容だけでな〈，子ど  

もの期待の認知に影響する要因として，親が期待の  

方向性をどう抱いているのかという問題がある。親  

が期待の方向性（プラスの方向に期待しているか，  

マイナスの方向に期待しているか）によって期待の  

効果が異なることがすでにMadon，Guy11，Spoth，  

Cross，＆Hilbert（2003）によって指摘されている。  

親の抱く期待の方向性によって子どもの期待に対す  

る認知が異なった結果．期待の効果が異なるという  

可能性も十分に考えられる。   

Madon etal．（2003）は母親の期待が子どもの飲  

酒行動にどう影響するのかについて，自己充足的予  

言の観点から研究を行った。子どもの自尊感情，家  

族の社会的地位，母親の期待の誘発性が飲酒行動を  

和らげるのかどうかを検討している。不正確な期待  

が自己充足的予言を高めることから，母親の不正確  

な期待に着目して分析を行っている。その結乳 母  

親の期待と将来のアルコール使用の関係において自  

尊感情が高い子どものほうが低い子どもよりも強い  

交互作用があることが明らかになった。母親の不正  

確な期待において，子どもの飲酒を過小評価するポ  

ジティブな期待のほうが子どもの将来の飲酒を過大  

評価するネガティブな期待よりも子どもの将来にお  

けるアルコール使用に予防的な役割を果たすことが  

わかった。我がネガティブに期待するか，ポジティ  

ブに期待するかという事は自己充足的予言の“予期  

が，無意識のうちに予期に適合した行動に人を向か  

わせ，結果として予言された状況を現実につくって  

しまう”（川上2003，p．331）という定義から考え  

れば，重要なことであると考えられる。高い自尊感   
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従来あまり取り上げられてこなかった子どもの期  

待に対する感情面や認知面に焦点を当てた複数の期  

待の認知を取り上げ，その期待の認知によって対処  

方法が異なるという新たな観点が明らかにされた事  

は，大きな意義がある。しかし，期待の捉え方の各  

項目の回答者数に大きな差異があるという問題があ  

り，統計的な処理が不十分であるという点において  

も今後さらなる検討が必要であると思われる。自由  

記述回答を基盤として分類を行っているが，質問紙  

を作成して数量的な研究を行うことができるかも知  

れない。  

親の期待研究の課題と展望  

親の期待研究について関連する変数に沿って概観  

し．親の期待の認知という観点から研究を総括して  

きた結果，親の期待研究には様々な観点があり，課  

題も残されていることが明らかになった。第一の課  

題として．期待の効果（プラスに働くのか，マイナ  

スに働くのか）については，研究結果が一致してい  

るものもあるが，一致していないものもあるという  

点が挙げられる。期待の効果が一致していない原因  

として，期待の定我が研究によって様々である点，  

また対象が親の抱く期待なのか，子どもが認知した  

期待なのかという遠いによって生じている可能性が  

ある。期待の定義については．期待をプレッシャー  

とサポートとして扱っている研究（Liu，1998），親  

からの批判あるいは発育態度の厳しさと親の期待の  

間に相関があるとする研究（Brain＆Resse，2007；  

Singh－Manouxetal，2006）もあれば，期待はプ  

レッシャーと同義語ではないとしている研究  

（払出kakou，1996）もある。したがって，今後．期  

待の定義について明確にしていくと共に．複数の観  

点から捉えた期待の認知によって期待の効果がどの  

ように異なるのかを検討していく必要があると考え  

られる。2つ日の問題点として，期待を学業期待・  

進学期待などの一領域に絞って検討するのか複数の  

領域を取り上げるのか，あるいは期待を総合的なも  

のとして扱うかという領域の問題がある。この点に  

ついては，期待の領域によって期待の認知が異なる  

ことや（Oishi＆Su11ivan，2005），領域ごとの潜在  

因子の遠いが指摘されている（庄司・藤軋 2000）  

ことから，期待を分類し，構造を明らかにしていく  

必要があると考えられる。第3の課題として，認知  

の多様性の問題がある。期待の認知を一つの側面か  

ら取り上げている研究は多いが，従来の期待の認知  

では十分に説明できない点もあると考えられるた  

め，複数の認知について今後取り上げていくことが   

情を持つ子どもは低い自尊感情の子どもよりも自己  

充足的予言により敏感であり，自己充足的予言が有  

害ではなく援助的に働くことがわかった。また，高  

い自尊感情を持つ子供の母親の方が子どもに対して  

正確な期待を持っていることも明らかになった。こ  

のことから，期待の正確性と期待の方向性が子ども  

の自己や自分の行動に対する認知を作り出している  

と考えられる。以上のようなことから，子どもの親  

の期待の認知に影響すると考えられる親の抱く期待  

の内容や期待の方向性についても今後検討していく  

必要がある。   

期待の認知を扱った様々な観点の研究を総括した  

結果，子供側親側のさまざまな認知の側面に焦点を  

あてる必要性が示唆された。そこで，最後に，比較  

的多くの認知変数を扱っている研究について検討す  

る。   

河村（2002）は，大学生が親からの期待をどのよ  

うに捉え．どのように対処してきたかについて検討  

している。  

家族・両親との関係についての満足度を測定し，親  

からの期待内容・期待の捉え方・期待への対処の仕  

方について自由記述で調査を行っている。期待の捉  

え方については，自由記述で得られた回答を基に，  

“嫁しい・励み’‥‘納得”“嫌”“重荷川“特に何も感  

じない”の5つのカテゴリーが設定され，期待への  

対処の仕方については，自由記述で得られた回答を  

基に，“期待に応じた（積極的）’‥‘期待に応じた  

（消極的）’‥‘無視，聞き流した”“反発しだ‥‘自分  

なりにできることをしだ‥‘話し合った”“よくわか  

らない”の7つのカテゴリーが設定された。期待の  

捉え方の上記5つのカテゴリーについてそれぞれの  

受けとめをした際に，どのような対処が行われるか  

について検討し，期待の凍え方の各カテゴリーにお  

ける，期待への対処の仕方の上記7カテゴリーの数  

を調査している。その結果，期待を肯定的に捉えた  

場合，すなわち：“嬉しい・励み”と捉えたときに  

は期待に応えることがほとんどである事がわかっ  

た。期待を否定的に応えた場合，すなわち：“嫌”  

“無視，聞き流した∵‘‘反発しだ’などの対処がなさ  

れることがわかった。また，状況を建設的に変えて  

いこうとする“自分なりにできることをした”“話  

し合っだ’という対処の仕方も見られた。しかし，  

“嫌”と感じても“期待に応じだ’という対処の仕  

方が“無視，聞き流した”“反発”したものと同程  

度存在している事が示された。重荷という捉え方に  

ついては無視という対処の仕方が見られる一方で期  

待に応じたという対処の仕方も取られているという  

ことを見出している。  
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求められるであろう。特に，子どもの期待に対する  

感情に焦点を当てた複合的な尺度を作成し，期待へ  

の対処方法・期待に対する耐性・向社会的行動・非  

社会的行動・反社会的行動などとの関連を検討して  

いく必要があると考えられる。   

また，親の期待の受けとめかたについては．上地  

（2000）が，青年期の5つの心理的離乳の側面を指  

摘しているように，発達的な要因も考慮に入れる必  

要があるであろう。子どもが，発達し，親と心理的  

な分離を図っていく際に親の感情，期待，願望など  

を必要以上に気にしなくなるという親への同調・気  

遣いの減少．さらには，親の期待や依存に対する子  

どもの嫌悪感が減少するという親の期待への嫌悪感  

の減少も指摘されているため．発達的な要因を考慮  

して研究を行う必要があるのではないだろうか。   

親の期待を親側の観点からみた場合．親が期待す  

る領域や事柄についての研究はなされているが，親  

が子どもに期待する心性や感情に焦点をあてた研究  

はほとんど見受けられないという問題がある。社会  

調査データはあるものの（例えば．三浦，2007，第  

6車・第7寧），心理学的な視点からの解明は進ん  

でいない。特に，親の期待の子どもの認知に関連す  

ると思われる期待の方向性（ポジティブに期待する  

のか，ネガティブに期待するのか）あるいは，期待  

の正確性（子どもの能力や特性の正確な評価に基づ  

いて期待しているのか）といった観点からの検討も  

不十分であると考えられる。また，親子間の関係性  

の中で期待を捉える上で重要となると考えられる子  

どもに期待をどのように伝えていくかという伝え方  

についても研究を行っていく必要があると考えられ  

る。今後，以上のような観点から親の期待研究を行  

い，親子双方の研究によって得られた知見を統合し  

ていくことが重要な課邁になるであろう。  
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